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1． はじめに 

人々の居住地域に対して抱いている「愛着」は，景

観保全，地域防災，地域コミュニティの維持などの地

域問題，あるいは地域のあり方を考えるために重要な

役割を担う心的要因であると考えられている．さらに，

当該地域への愛着の規定因として各店舗の属性毎に分

析した結果，商店街や個人商店の店舗の利用は店舗で

の愛着に影響を及ぼすが，コンビニエンスストア（以

下 CVS）は店舗への愛着に負の影響を与えることがあ

らわれた． 

1970 年代に CVS がわが国で誕生して以来，小売店

舗総数が減少していく中で，CVS は逆に大きく増加し

てきた 1）．近年は，人口減少による少子高齢化や女性

の社会進出，小売店舗の減少といった現代の社会環境

の変化に対応し，社会インフラとしても役割を果たし

つつある 2）．例えば，収納サービスの代行などといっ

た自治体の窓口業務の手助けや，セーフティステーシ

ョン活動といった地域の警察や小・中学校と連携し地

域の防犯や犯罪抑止等がこれにあたる．  

このような背景のもとに，本研究では CVS での消費

行動に着目し，居住地内の CVS 店舗に対する地域住民

の利用意向と地域への愛着の関係について検証するこ

とを目的とする． 

2． 既往研究の整理と本研究の仮説 

萩原ら 3）は，地域愛着の規定因については，「風土と

の関わり」の重要性を指摘しており，鈴木ら 4）は，そ

の中で消費行動が風土との関わりの度合いに影響を及

ぼし，地域愛着を高めると指摘している．その消費行

動の特徴としては，地域の商店街や個人商店のような

「家の近く」にある「小さな」店舗の利用頻度や徒歩

で買い物をする頻度が高まるほど，買い物中のコミュ

ニケーションを行う傾向が強くなる一方で，そうした

コミュニケーションを行う傾向が強いと，より高い水

準の地域愛着が醸成されるとされている．さらに，鈴

木ら 5)は，地域に対する愛着の醸成を期待する際にし

ては，「当該地域内の商業施設に対する」愛着を視野に

納めることが重要であることを指摘している．分析結

果では，よく訪れる店舗ほど店員と会話する傾向が強

くなり，かつ，高い愛着を形成している傾向が示され

ている．また，非郊外型の商店街や小規模店舗に対し

ては高い水準の愛着を形成される一方で，郊外型の大

型店舗／超大型店舗あるいは，CVS に対しては低い愛

着しか形成されないという傾向を示している．また中

井ら 6）は，日常的な買い物行動時に，買い物満足度が

高まれば，生活満足度も高まると指摘している．買い

物満足度を向上させるには，地域や店舗でのコミュニ

ケーションが重要であることが示されている．そして，

日常的な生活行動が生活・人生全体における主観的幸

福感の重要な要因である可能性を示唆している．北川

ら７）は，日常的な移動中の幸福感に着目し，日常的な

幸福感が高いほど生活全体の幸福感が高くなると指摘

している． 

以上を踏まえると，地域内に存在する小売店の活性

化が買い物行動時のコミュニケーションを活発にし，

さらに地域愛着醸成や日常生活の主観的幸福感の向上

に寄与すると考えられる．そういった特徴をもつ小売

店は，商店街や個人商店のような地域と密接な関係に

ある店舗である一方で，CVS は立地条件や地域との関

係，あるいは利用のされ方によっては商店街などと近

い存在であると考えられる．そこで本研究では，地域

住民の居住地内に存在する CVS との接触と当該店舗

や当該地域への愛着，当該店舗での満足度や生活の満

足度の関係として，次の 3 つの仮説を分析する． 

 

仮説 1：「居住地内のコンビニエンスストア」におい

ても，日常的に利用している人は，買い物行動中のコ

ミュニケーションが高まれば店舗への愛着に正の影響

を及ぼす． 
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仮説 2：「居住地内のコンビニエンスストア」におい

ても，店舗への愛着が高まれば地域愛着に正の影響を

及ぼす． 

仮説 3：「居住地内のコンビニエンスストア」での買

い物満足度が高まれば生活満足度と店舗への愛着に正

の影響を及ぼし，生活満足度が高まれば， 主観的幸福

感と地域愛着に正の影響を及ぼす． 

 

居住地の CVS でも愛着醸成に正の影響を及ぼすの

であれば，地域内の物質的環境としてどのような店舗

が評価されるのか，CVS の多様性について知見を得る

ことが出来ると考える． 

3． 調査概要 

 2．の仮説を検証するために，本研究では意識調査を

実施した．調査対象は，「自宅で消費する食品や生活雑

貨等をコンビニエンスストアで週に１回以上購入して

いる」かつ「その店舗が徒歩圏内にある」とし，これ

らを満たすスクリーニング調査を始めに行った．本調

査では，CVS 利用時の地域住民との接触，店員との接

触，店舗に対しての満足度，生活全体に対しての満足

度，幸福感，店舗への愛着，地域への愛着，居住年数

などを質問した．回収手段としては，Web 調査会社に

よって 2021 年 1 月 18 日から同 21 日にかけて回収し

た．最終的な回答数は 550 件（人）であった． 

4． 調査結果と考察 

アンケートを基に共分散構造分析を行った結果を図

１に示す． 

分析の結果，「居住地内のコンビニエンスストア」に

おける店舗でのコミュニケーションと店舗への愛着が

地域への愛着に寄与しうる可能性が確認された．さら

に，「居住地内のコンビニエンスストア」での買い物満

足度が高まれば，その店舗への愛着と生活満足度が高

まり，生活満足度が高まれば高まるほど，地域愛着と

主観的幸福感も高まるということが明らかになった． 

 

図 1 CVS における消費行動と地域愛着の関係 
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